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Ｆ２型　標識柱 2000 × 3000 Ｂ－５５
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Ｆ型標識柱の計算 2000 × 3000 Ｂ－５５

１．規格・寸法等
(1) 規格・寸法 風　速 50 ｍ／ｓ

縦 ｍ 横 ｍ

標　識　板 ＢA＝ 2.000 ＢB＝ 3.000

　 長さ ｍ 径 ㎜ 肉厚 ㎜

支 柱 　 Ｌ＝ 7.050 ＤBφ＝ 240.0 ＤBt＝ 7.0

梁 2 本 ＵL1＝ 4.350 Ｕ1φ＝ 165.2 Ｕ1t＝ 5.0

梁立鋼 2 本 ＵL3＝ 1.000 Ｕ3φ＝ 114.3 Ｕ3t＝ 4.5

柱心から板まで ＵL2＝ 1.500 ｍ　張り出し

板下からＢＰまで Ｌ1 ＝ 5.250 ｍ

梁から板下 上梁 Ｌ2 ＝ 1.500 ｍ

下梁 Ｌ3 ＝ 0.500 ｍ

支　柱 柱上端径 ＤBφ1＝ 240.0 mm

　 柱 長 Ｌ　＝ 7.050 柱下端径 ＤBφ2＝ 310.5 mm

支柱重量 334.822 ㎏ 柱厚さ ＤBt＝ 7.0 mm

(2) 単位重量 荷重

標識板 ＢWA 20.0 ㎏/㎡ 直風時 斜風時

添架標識板 ＨWA 20.0 ㎏/㎡ 鉛直力 0.651 0.651 t

点検足場 ＴWA 0.0 ㎏/㎡ 水平力 1.394 0.760 t

梁 ＵWA 19.80 kg/m 固定Ｍ 0.808 0.808 tm

梁立鋼 ＵWB 12.20 kg/m 回転Ｍ 3.425 1.797 tm

柱 ＣWB 47.49 kg/m 転倒Ｍ 8.102 4.317 tm

外照灯 0.0 kg/灯 合成Ｍ 8.142 5.125 tm

２．風　圧
風速 Ｖ＝ 50 m/sec

風圧係数 ＣD 　　板＝ 1.2

柱，梁＝ 0.7

風荷重 Ｐ0 ＝(1/16)・Ｖ・ＣD

Ｐ01＝ 標 識 板 ＝188㎏/㎡

Ｐ02＝ 柱 ， 梁 ＝109㎏/㎡

Ｐ03＝添架標識板＝188㎏/㎡

３．荷重の算定
(1) 固定荷重（フランジ部は無視する）

ア．　重　量

　 標 識 板

ＢW ＝3.000m×2.000m×20㎏/㎡＝ 120.0 ㎏

　梁　（n= 2 本）

Ｕ1W＝ＵL1・ＵWA

Ｕ1W1＝ 4.350m×19.8㎏/m＝86.1 ㎏／本

Ｕ1W＝ 172.2 ㎏

梁立鋼（n= 2 本）

Ｕ2W＝ＵL3・ＵWB

Ｕ2W1＝ 1.000m×12.2㎏/m＝12.2 ㎏／本

Ｕ2W＝ 24.4 ㎏ 梁断面算定用の荷重

小計＝ＢW+ＴW+Ｕ1W+Ｕ2W＝ 316.6 ㎏

支　柱

Ｃw＝Ｌ・ＣwB＝7.050m×47.5㎏/ｍ＝334.8 ㎏

小計＝ＨW+Ｃw＝ 334.8 ㎏

合計＝651 ㎏

イ　鉛直モーメント

　 （直風時） （斜風時）

標識板 　ＭW＝Ｂw・（ＵL2+ＢB/2）

　   ＝120.0㎏×(1.500m＋3.000m/2)＝360.0㎏･ｍ ＝ 360.0 kg･m

梁 ＭA1W＝Ｕ1W・ＵL1／2 （n= 2 本）

＝172.2㎏×4.350m／2＝374.5 ㎏･ｍ／2本 ＝ 374.5 kg･m

梁立鋼 ＭA2W＝Ｕ2W・（ＵL2+ＢB/2）

　   ＝24.4㎏×(1.500m＋3.000m/2)＝73.2㎏･ｍ ＝ 73.2 kg･m

計 807.7 Kg･m 807.7 kg･m

支柱断面算定用の荷重 Ｍｗ＝808 ㎏･ｍ

２



－2－

(2) 風荷重（フランジ部は無視する）

ア　水平力 （直風時） （斜風時）

　 標 識 板 ＢH＝ＢA・ＢB・Ｐ01

＝3.000m×2.000m×188㎏/㎡＝1128.0㎏ ＝ 582.8 kg

梁 Ｕ1H ＝ＵL2・Ｕ1φ・Ｐ02

＝1.500m×0.1652m×109㎏/㎡＝27.0 ㎏／本

＝54.0 ㎏ （n= 2 本） ＝ 27.0 kg

梁計算用の水平力 1182 ㎏ （n= 2 本）

柱 ＣH  ＝ＤBφ・Ｌ・Ｐ02

＝0.2753m×7.050m×109㎏/㎡＝211.5㎏ ＝ 149.6 kg

計 ＝1394 ㎏ ＝ 760 kg

イ　ねじりモーメント （直風時） （斜風時）

　 標 識 板 ＭW  ＝ＢH・（ＵL2+ＢB/2）

　　 ＝1128.0×(1.500＋3.000／2)＝3384.0 kg･m ＝ 1776.6 kg･m

梁 ＭA1W＝Ｕ1H・ＵL2／2

＝54.0㎏×1.500／2m＝40.5 kg･m ＝ 20.3 kg･m

計 ＝ＭW＋ＭA1W＝3425 kg･m ＝ 1797 kg･m

支柱断面算定用の荷重 Ｍｔ＝ 3425 Kg･m 1797 kg･m

ウ　風時曲げモーメント （直風時） （斜風時）

　 標識板

ＭX＝ＢH・（Ｌ1+ＢA/2）

　 ＝1128.0×(5.250＋2.000／2)＝7050 kg･m ＝ 3642.5 kg･m

梁

ＭA1X＝Ｕ1H・（Ｌ1+ＢA/2）

　　 ＝54.0×(5.750＋1.000／2)＝338 kg･m ＝ 169 kg･m

柱

ＣM＝Ｐ02･(2･ＤBφ1＋ＤBφ2)･(Ｌ　)/6

　 ＝714 kg･m ＝ 505 kg･m

計 　 ＝8102 kg･m ＝ 4,317 kg･m

４．柱・梁の断面算定
(1) 梁 　

ア　荷重等 梁１本に対する荷重 梁全体に対する荷重

鉛直力によるせん断

UWQ  ＝159 ㎏ 317 kg

水平力によるせん断

UHQ  ＝591 ㎏ 1,182 kg

最大せん断力

UQMAX＝612 ㎏ =　(UWQ +UHQ ) 1,224 kg

鉛直モーメント

UWM  ＝404 ㎏･m 808 kg･m

水平曲げモーメント

UTM  ＝1713 ㎏･m 3,425 kg･m

最大曲げモーメント

UMMAX＝1760 ㎏･m =　(UWM +UTM ) 3,519 kg･m

イ　使用部材

外径 Ｄ0 ＝ 165.2 mm

板厚 Ｔ0 ＝ 5.0 mm d0= 155.2

断面係数 ＺB ＝ 97.8 cm Ｉ＝ 808 cm

ウ　断面算定

曲げ応力度 σ ＝ 1.800 t/c㎡

sfb ＝ 2.100 t/c㎡

σ/sfd ＝ 0.857 ＜ 1.000 Ｏ.Ｋ.

せん断応力度 　τ ＝UQMAX・2/断面積 25.2 c㎡ ……断面積

＝ 0.049 t/c㎡

sfs ＝ 1.200 t/c㎡

τ/sfs ＝ 0.041 ＜ 1.000 Ｏ.Ｋ.

(3) 柱

ア　荷重等

曲げモーメント M3A  ＝ 8,102 kg･m

鉛直モーメント M3W  ＝ 808 kg･m

ねじりモーメント M3N  ＝ 3,425 kg･m

最大曲げモーメント M3max＝ 8,142 kg･m =　(M3A +M3W )

イ　使用部材

外径 Ｄ0＝ 310.5 mm 　 　

板厚 Ｔ0＝ 7.0 mm 　 d0= 296.5

断面係数 Ｚ3＝ 495 cm Ｉ＝ 7,690 cm

断面積 Ａ2＝ 66.7 c㎡

断面極二次ﾓ-ﾒﾝﾄ

Ｉp＝ 15,380 cm

断面二次半径

ｉ ＝ 10.73 cm

３ ４

３

４

２

４

２ ２

２ ２

２ ２
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ウ　圧縮材の細長比

座屈長

ｌk＝ 1,250 cm

圧縮材の細長比

λ ＝ 116.5

エ　許容圧縮応力度

ヤング係数 Ｅ＝ 2,100 t/cm

Ｆ Ｆ ＝ 2.1 t/c㎡

限界細長比 Λ ＝ 128

許容圧縮応力度 ｆc ＝ 0.684 t/c㎡

オ　断面算定

(ア) 曲げモーメント

圧縮応力度 σc ＝ N1/A2 Ａ2＝ 66.70 c㎡

＝ 0.010 Ｎ1＝ 0.651 t

曲げ応力度 σb ＝ M3max/Z3 Ｍ3max＝ 814 t･cm

＝ 1.645 t/c㎡ Ｚ3＝ 495.0 cm

組合せ応力度σ＝σc＋σb

＝ 1.655 t/c㎡

((σc/fc)+(σb/fb))・(1/1.5)＝ 0.793 ＜ 1.000 Ｏ.Ｋ.

(イ) せん断力

ねじれせん断応力度

τ ＝(M3N/Ip)・(ＤAφ/2) Ｍ3N＝ 342.5 t/c㎡

＝ 0.346 t/c㎡ ＤAφ＝ 31.05 cm

最大せん断応力度

τmax＝(1/2)・　(σ +4・τ )

＝ 0.897 t/c㎡

許容せん断応力度

sfs ＝fs・1.5

＝ 1.200 t/c㎡

τmax/sfs ＝ 0.748 ＜ 1.000 Ｏ.Ｋ.

(ウ) 合成力

最大合成応力度σmax＝σ/2+τmax

＝ 1.725 t/c㎡

許容応力度 sfb ＝ fb・1.5

＝ 2.1 t/c㎡

σmax/(fb×1.5) ＝ 0.821 ＜ 1.000 Ｏ.Ｋ.

５．仕口の算定
合成曲げモーメント

　Ｍ＝　（ 171.3 ＋ 40.4 )　＝ 175.95 t･cm

合成せん断力

　Ｓ＝　（ 0.159 ＋ 0.591 )　＝ 0.612 t

ﾌﾗﾝｼﾞﾌﾟﾚｰﾄ（mm） ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ（mm）

厚さ　t1 22 厚さ　t1 12

外径　d2 350 長さ　h2 200

ﾎﾞﾙﾄ　ｄ 20 溶　　接

ﾎﾞﾙﾄﾋﾟｯﾁD1 280 ｻｲｽﾞ　s 5

ﾎﾞﾙﾄ本数 8 溶接長さ 165

ボルトの算定

M- 20 Ａ＝ 3.14 c㎡ 8 本

Ｔ＝ 4×M/(n×D1)＝ 3.142 t

Ｑ＝ Ｓ／ｎ＝ 0.077 t

σt=Ｔ／Ａ＝ 　 3.142 ／ 3.14 ＝ 1.001 t/c㎡

1.001 ／ 1.00 ／1.5＝ 0.667 ＜ 1.000 Ｏ.Ｋ.

フランジプレートの算定

Ｌy＝ 28.00 × sin(180゜／ｎ)＝ 10.72 cm

Ｌx＝( 35.00 - 16.52 )／２＝ 9.24 cm

Ｗ＝T／(LX×LY)＝ 0.032

Ly/Lx= 1.16 α＝ 0.116

Ｍ＝ 0.032 × 9.24 × 9.24 × 0.116 ＝ 0.317 t･cm/cm

t=　(6×M/1.4/1.5) ＝ 0.952 ＝ 9.52 ＜ 22 Ｏ.Ｋ.

リブプレートの算定

Ｑ＝ 0.032 × 9.24 × 9.24 ×２ ＝ 5.464 t

τ＝ 5.464 ／(t×h2)＝ 0.228

0.228 /0.8/1.5= 0.190 ＜ 1.000 Ｏ.Ｋ.

溶接の算定

すみ肉 Ｓ＝ 5 mm 両側溶接

のど厚 ａ＝0.7 × 5 ＝ 3.5 mm

溶接長 Ｌ＝ ｈ2－2.5－2 × Ｓ＝ 16.5 cm

σS=Ｑ／2(a×L)＝ 0.473 t/c㎡

0.473 1

0.8 1.5 ＝ 0.394 ＜ 1.000 Ｏ.Ｋ.

たわみ

梁材のたわみ L1= 450 L2= 150 L3= 150

Ｙ１＝ 1／2×1／(2×E×I)｛((W4×(L2+L3)^2(3×L1-L2-L3))／3+2×W1×L1^4／4｝

＝ 1.268 ｃｍ

支柱のたわみ角

ｉ  ＝My3×h1／(2×E×I)＝ 0.00156

支柱のたわみによる梁材のたわみ

Ｙ２＝Ｌ1×ｉ＝ 0.702 ｃｍ

ΣＹ＝Ｙ１＋Ｙ２＝ 1.970 ｃｍ

３

２

２

２

２

２

×

×

２
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アンカー部断面算定
ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ　ｂ 55.00 ｃｍ 板　　厚 ｔ 1.2 ｃｍ

　 Ｄ 55.00 ｃｍ リブ高さ ｈ 20.0 ｃｍ

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ  ｔ 2.8 ｃｍ ボルト径 φ 3.0 ｃｍ

埋 込 長 ｌ 70.0 ｃｍ

１）作用応力

　　Ｎ＝ 0.651 ｔ　Ｈ＝ 1.394 ｔ　Ｍ＝ 8.102 ｔｍ

２）中立軸の算定

アンカーボルトの径　φ＝ 3.0 ｃｍ

アンカーボルトの本数ｎ＝ 3 本 　ｂ：ベース横断方向

　　ｅ＝Ｍ／Ｎ＝ 1244.5 ｃｍ 　Ｄ：ベース縦断方向

　　ｂ＝ 55 ｃｍ ｄ’：端寄せ距離

　　Ｄ＝ 55 ｃｍ 　ｄ’＝ 7.5 ｃｍ 　ｄ：有効長さ

　　ｄ＝ 47.5 ｃｍ 　　ｎ＝ 15 　ｎ：ヤング係数比

　ａｔ＝ 21.21 ｃ㎡

Ｘｎ　＋３・（ｅ－（Ｄ／２））・Ｘｎ

－（６・ｎ・ａｔ／ｂ）（ｅ＋（Ｄ／２）－ｄ’）（ｄ－Ｘｎ）＝０

以上より、Ｘｎ＝ 18.59 ｃｍ

３）コンクリートの圧縮応力度

　σｃ＝（２・Ｎ・（ｅ＋Ｄ／２－ｄ’））／（ｂ・Ｘｎ・（ｄ－Ｘｎ／３））

　　　＝ 39.0 Ｋｇ／ｃ㎡ ＜ σｃａ＝ 70 ㎏／c㎡ Ｏ.Ｋ.

４）アンカーボルトの引張応力度

　　Ｔ＝（Ｎ・（ｅ－Ｄ／２＋Ｘｎ／３））／（ｄ－Ｘｎ／３）　　＝ 19.281 ｔ

　σｔ＝Ｔ／ａｔ 　　　＝ 0.909 ｔ／c㎡ ＜ 　ｆｔ＝ 1.500 ｔ／c㎡ Ｏ.Ｋ.

　　　（ 0.606 ＜ 1.000 ＯＫ ）

５）アンカーボルトの埋込み長さ 　

　ｌ＝（σｔ・φ）／（６・ｆｂ）×（１／１．５） 　　　＝ 43.3 ｃｍ

ｆｂ＝ 7 ㎏／c㎡ 　　　＜ 70.0 ｃｍ Ｏ.Ｋ.

６）ベース面とコンクリートの摩擦抵抗

　　ベースプレートとコンクリートの摩擦係数　μ＝ 0.4

　　Ｑａ＝μ・（Ｔ＋Ｎ） 　　　＝ 7.973 ｔ ＞ 1.394 ｔ Ｏ.Ｋ.

７）ベースプレート

　二辺固定版 ｌｙ／ｌｘ    ＝ 1.605 → 　　α＝ 0.406

荷重 　ｗ1＝ 39.0 ㎏／c㎡ 　ｗ2＝ 13.882 ㎏／c㎡

平均等分布荷重 　ｗ0＝ （ｗ1＋ｗ2）／２ 　　　＝ 26.4 ㎏／c㎡

　　　Ｍｂ(1)＝ ｗ0・ｌｘ　・α 　　　＝ 1537 ㎏・ｃｍ／ｃｍ

　三辺固定版 ｌｙ／ｌｘ    ＝ 1.384 → 　　α＝ 0.161

荷重 　ｗ1＝ 39.0 ㎏／c㎡ 　ｗ2＝ 13.882 ㎏／c㎡

平均等分布荷重 　ｗ0＝ （ｗ1＋ｗ2）／２ 　　　＝ 26.4 ㎏／c㎡

　　　Ｍｂ(2)＝ ｗ0・ｌｘ　・α 　　　＝ 610 ㎏・ｃｍ／ｃｍ

よって二辺固定版にて決定する Ｍｂ＝ 1.537 t･cm/cm

　ベースプレートの算定

ｔ＝　（（６･Ｍｂ）／（１.５･ｆｔ））＝ 2.10 ｃｍ

　　　＜　ＰＬ－ 28 mm Ｏ.Ｋ.

８）リブプレート

リブプレートに働くせん断力

　　Ｑ＝ｗ01・ｌｘ・ｌｘ・２

　　　＝ 7572 ㎏　＝ 7.572 ｔ

リブプレートのせん断応力度

　　ｔ＝ 1.2 ｃｍ 　　ｈ＝ 20 ｃｍ

　　τ＝Ｑ／（ｔ・ｈ） 　　　＝ 0.316 ｔ／ｃ㎡

　　　＜　ｆｓ＝ 1.200 ｔ／ｃ㎡ Ｏ.Ｋ.

溶接部の算定

スカラップ Ｒ 2.5 ｃｍ

すみ肉 　 ｓ＝ 0.6 ｃｍ 両側溶接とする。

のど厚 　 ａ＝0.7×ｓ＝ 0.42 ｃｍ

溶接長 　 ｌ＝ｈ－Ｒ－２×ｓ＝ 16.3 ｃｍ

　　σ＝Ｑ／（２・ｌ・ａ）　　＝ 0.553 ｔ／ｃ㎡

　　　＜　ｆｓ＝ 1.200 ｔ／ｃ㎡ Ｏ.Ｋ.

CC

３ ２

２

２
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直接基礎強度計算
荷　　重 直 風 時 斜 風 時 固 定 時

鉛 直 力 　Ｎx＝0.651 ｔ 　Ｎｙ＝0.651 ｔ 　Ｍy3＝0.808 ｔｍ

水 平 力 　Ｈx＝1.394 ｔ 　Ｈｙ＝0.760 ｔ

曲げﾓｰﾒﾝﾄ 　Ｍx＝8.102 ｔｍ 　Ｍｙ＝5.125 ｔｍ

Ｎ値： 10

前 幅 Ｗ＝1.000 ｍ 土かぶり Ｄ＝0.250 ｍ

基礎寸法 側面長 Ｌ＝3.500 ｍ 基 礎 偏 心 量 　横断方向：0 ｍ

高 さ Ｈ＝1.000 ｍ 　縦断方向：0 ｍ

鉄筋 Ｄ-13　　3 本 cc

前　面 3.50 ｍ 側　面

1000 1000

1000 3500

　○直風時
　１）底面地盤反力度

水平方向地盤反力係数

ＫH＝ＫHO（ＢH／３０）　＝  7.556 ㎏／cm ＝ 7556 ｔ/ｍ

鉛直方向地盤反力係数

ＫV＝ＫVO（ＢV／３０）　＝  4.723 ㎏／cm ＝ 4723 ｔ/ｍ

根入れ部分と底面に作用するモーメントの分担比

βM＝ＫH／ＫV・（Ｈ／Ｌ） ＝ 0.0373

基礎底面における全作用モーメント(tm)

Ｍ＝Ｍx＋Ｈx・Ｈ＝ 9.496ｔｍ

基礎底面に作用するモーメント(tm)

ＭB＝１／（１＋βM）・Ｍ＝ 9.155ｔｍ

基礎底面を中心とする根入れに作用するモーメント(tm)

ＭS＝βM／（１＋βM）・Ｍ＝ 0.341ｔｍ

基礎底面に作用する鉛直荷重(t)

Ｖ＝Ｎx＋Ｗ1＝ 10.889ｔ

偏心距離

ｅ＝ＭB／Ｖ＝ 0.841ｍ  ＜ Ｌ／３＝  1.167　　Ｏ.Ｋ.

底面反力の作用幅

ｘ＝３（Ｌ／２－ｅ）＝ 2.728  ＜ 3.500

ｘ＜Ｌより  三角形分布

基礎底面における最大地盤反力度

ｑmax＝２Ｖ／Ｗｘ

　　 ＝ 7.983ｔ／㎡　　＜　　10 ｔ／㎡　　Ｏ.Ｋ.

　２）底面地盤のせん断抵抗力

水平方向のせん断バネ定数

Ｋs＝λ・ＫV＝1181 ｔ／ｍ

根入れ部分と底面に作用する水平力の分担比

βH＝ＫH・Ｄ'f／（２・Ｋs・Ｌ）＝0.914

基礎底面に作用する水平力

ＨB＝１／（１＋βH）・Ｈx＝0.728 ｔ

基礎の根入れ部分に作用する水平力

ＨS＝βH／（１＋βH）・Ｈx＝0.666 ｔ

許容せん断抵抗力の安全率

ｎH1＝Ｖ・μ／ＨB＝ 7.479　　 ＞ｎh＝ 1.2　　Ｏ.Ｋ.

　３）側面地盤の水平抵抗力

基礎側面の水平抵抗力

ｎP1＝ＫP・γ・Ｈ ・Ｗ／（２・ＨS）＝ 4.505　　 ＞ｎp＝　　1.1　　Ｏ.Ｋ.

基礎側面の曲げモーメント抵抗力

ｎP2＝ＫP・γ・Ｈ ・Ｗ／（６・ＭS）＝ 2.933　　 ＞ｎp＝　　1.1　　Ｏ.Ｋ.
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－6－

　○斜風時
　１）底面地盤反力度

水平方向地盤反力係数

ＫH＝ＫHO（ＢH／３０）　＝  4.723 ㎏／cm ＝ 4723 ｔ/ｍ

鉛直方向地盤反力係数

ＫV＝ＫVO（ＢV／３０）　＝  4.723 ㎏／cm ＝ 4723 ｔ/ｍ

根入れ部分と底面に作用するモーメントの分担比

βM＝ＫH／ＫV・（Ｈ／Ｗ） ＝ 1.0000

基礎底面における全作用モーメント(tm)

Ｍ＝Ｍy＋Ｈy・Ｈ＝ 5.885ｔｍ

基礎底面に作用するモーメント(tm)

ＭB＝１／（１＋βM）・Ｍ＝ 2.943ｔｍ

基礎底面を中心とする根入れに作用するモーメント(tm)

ＭS＝βM／（１＋βM）・Ｍ＝ 2.943ｔｍ

鉛直荷重 Ｖ＝Ｎy＋Ｗ1＝ 10.889ｔ

偏心距離 ｅ＝ＭB／Ｖ＝ 0.270ｍ  ＜ Ｗ／３=  0.333　　Ｏ.Ｋ.

底面反力の作用幅

ｘ＝３（Ｗ／２－ｅ）＝ 0.690  ＜ 1.000

ｘ＜Ｗより  三角形分布

基礎底面における最大地盤反力度

ｑmax＝２Ｖ／Ｌｘ

　　 ＝ 9.018ｔ／㎡    ＜　　10 ｔ／㎡　　Ｏ.Ｋ.

　２）底面地盤のせん断抵抗力

水平方向のせん断バネ定数

Ｋs＝λ・ＫV＝1181 ｔ／ｍ

根入れ部分と底面に作用する水平力の分担比

βH＝ＫH・Ｄ'f／（２・Ｋs・Ｗ）＝2.000

基礎底面に作用する水平力

ＨB＝１／（１＋βH）・Ｈy＝0.253 ｔ

基礎の根入れ部分に作用する水平力

ＨS＝βH／（１＋βH）・Ｈy＝0.507 ｔ

許容せん断抵抗力の安全率

ｎH1＝Ｖ・μ／ＨB＝ 21.520　　 ＞ｎh＝ 1.2　　Ｏ.Ｋ.

　３）側面地盤の水平抵抗力

基礎側面の水平抵抗力

ｎP1＝ＫP・γ・Ｈ ・Ｌ／（２・ＨS）＝ 20.714　  ＞ｎp＝ 1.1　　Ｏ.Ｋ.

基礎側面の曲げモーメント抵抗力

ｎP2＝ＫP・γ・Ｈ ・Ｌ／（６・ＭS）＝ 1.189　　 ＞ｎp＝ 1.1　　Ｏ.Ｋ.

　○常  時
根入れ部分と底面に作用するモーメントの分担比

βM＝ 1.0000

基礎底面における全作用モーメント

Ｍy3＝ 0.808 ｔｍ

基礎底面に作用するモーメント

ＭB＝１／（１＋βM）・Ｍy3＝ 0.404 ｔ

基礎底面を中心とする根入れ部分に作用するモーメント

ＭS＝βM／（１＋βM）・Ｍy3＝ 0.404 ｔ

鉛直荷重 Ｖ＝ 10.889 ｔ

偏心距離 ｅ＝ＭB／Ｖ＝ 0.0371ｍ  ＜ Ｈ／６＝ 　0.1667　　Ｏ.Ｋ.

底面反力の作用幅

ｘ＝３（Ｗ／２－ｅ）＝ 1.389  ＞ 1.000

ｘ＞Ｗより  台形分布

基礎底面における最大地盤反力度

ｑmax＝Ｖ／ＬＷ＋６ＭB／Ｌ・Ｗ^2

　　 ＝ 3.804ｔ／㎡    ＜　　5 ｔ／㎡　　Ｏ.Ｋ.

　○配　筋 鉄筋 Ｄ-13　　3 本 Ａｓ＝ 3.801 c㎡

ｑ'＝ｑmax（１－Ｌ／２ｘ）＝ 2.862 ｔ／㎡

Ｐ1＝ｑmax－Ｈγc＝ 5.633 ｔ／㎡

Ｐ2＝ｑ'－Ｈγc＝ 0.512 ｔ／㎡

ｘ'＝ＬＰ1／２（Ｐ1－Ｐ2）＝ 1.925 ｍ

Ｍ＝ＷＰ1ｘ'／２・（Ｌ／２－ｘ'／３）＝ 6.009 ｔｍ

基礎コンクリートの断面係数 Ｚ＝(Ｗ×Ｈ^2)／６＝ 100×100^2／6＝166667 cm

σt＝(Ｍ×10^5)／Ｚ＝ 3.605 ㎏／c㎡ ＞ 3.375 ㎏／c㎡　　ＯＵＴ

よって、配筋が必要である。

Ｑ＝ＷＰ1ｘ'／２＝ 1.000×5.633×1.925＝5.422 ｔ

必要鉄筋量

Ａs'＝Ｍ／（ｆbｊｄ）／1.25＝ 3.391 c㎡  ＜ 3.801 c㎡　　Ｏ.Ｋ.

τ＝Ｑ／（Ｗｊｄ）＝ 0.689 ㎏／c㎡     ＜ 4.5 ㎏／c㎡　　Ｏ.Ｋ.

ｆb＝ 1.800 ｔ／c㎡，ｊ＝ 0.875 ，ｄ＝ 90 cm

よって、鉄筋 Ｄ-13　　3 本 で、安全である。
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